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令和６年度主要事業の概要 
 

 

１ 港湾海岸（港湾局所管）の整備 

（１）宮津港海岸〈天橋立・文
もん

珠
じゅ

〉（海岸環境整備） 

  ■ 天橋立地区では、海流により供給される砂が減少したことにより、名勝「天橋立」の砂浜がや

せ細っており、令和６年度も引き続き、サンドバイパス・リサイクル工法により周辺海域に堆

積した砂を海流上流部に投入することで、波の力を利用して砂浜を保全していきます。 

    

■ 文珠地区では、護岸の空洞化による陥没を防止するため施設の改良を推進しています。令和６

年度は、護岸の改良工事を実施します。 

 

・天橋立の保全  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文珠の護岸改良                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
２ 一般海岸（水管理・国土保全局所管）の整備 

神崎海岸（侵食対策） 

   ■ 近年、離岸堤開口部の背後において、高潮や高波により背後地まで及ぶ侵食が発生している

ため、背後民家への越波災害などを防ぐための、突堤や離岸堤の整備を推進します。 

令和６年度は、突堤の整備を実施します。 

 

 

 

 

 

 由良川 

神崎海岸 

波浪方向
侵食状況 構造物破損 

サンドバイパス・リサイクル工法 実施前（昭和 50 年） 

実施中（平成 19 年） 

実施中（平成 6年） 

護岸の空洞化 
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基本方針  

現状と課題  

 

 

 

 激甚化・頻発化する地震や豪雨、大雪などの自然災害に対応するため、河川・砂防等のハード整備に加

えてソフト対策として的確な防災情報の提供に努めています。この情報は、市町村による警戒避難体制の

整備、府民の防災意識の向上や円滑な避難にも繋がるものであり、市町村・府民とも連携しながら、災害

に強い京都の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 京都府が提供している防災情報 

洪水浸水想定区域や土砂災害警戒区域といった、平時から警戒避難体制を整えるために役立つ「ハザ

ード情報」と、災害発生時に道路の通行規制状況や洪水・土砂災害の危険性の高まりを伝える「リアル

タイム情報」を提供しています。これらの情報をもとに、実際の避難行動に移してもらうような取組を

進めることが必要です。 

 

 

２ 防災情報に求められるもの 

  防災情報は、警戒避難体制構築のための基礎情報であり、かつ、避難行動のスイッチとなる重要な情

報です。例えば、府民に作成を推奨している「水害等避難行動タイムライン」については、河川の水位

や土砂災害の危険度などの正確な情報があることで実効性のあるものとなります。そのため、防災情報

の一層の充実と高度化が求められています。 

 

【防災情報一覧】 

ハザード情報 
（危険性のある区域
を知らせる情報） 

 

〇京都府マルチハザード情報提供システム(危機管理部) 
http://multi-hazard-map.pref.kyoto.jp/ 

 「浸水想定区域」や「土砂災害警戒区域」を表示 
 →洪水時の浸水深や土砂災害などのリスクを確認 

リアルタイム情報 
（危険性の高まり

を知らせる情報）

〇京都府河川防災情報 
http://chisuibousai.pref.kyoto.jp/ 

 →雨量、川の水位、洪水予報、ダム情報、カメラ映像をリアルタイムで公開
〇京都府土砂災害警戒情報 
 http://d-keikai.pref.kyoto.jp/ 
 →１㎢区域毎の土砂災害の危険度や降雨状況をリアルタイムで公開 
〇京都府道路情報管理・提供システム 

https://dobokubousai.pref.kyoto.jp/pc/ 
https://dobokubousai.pref.kyoto.jp/sp/ 

 →京都府が管理する道路の他、府内の高速道路及び国土交通省が管
理する道路の情報を公開。冬期には、観測している積雪量や気温の情報
も公開。 

各種防災情報 
 

〇きょうと危機管理 Web(危機管理部) 
https://www.bousai.pref.kyoto.lg.jp/ 

  →避難情報や避難所の開設状況等など各種防災情報を総合的に掲載 

 

５５  防防災災情情報報  

防災情報の提供 

（京都府） 

警戒避難体制の整備 

（市町村） 

府民の防災意識向上 

円滑な避難 
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令和６年度主要事業の概要                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ リアルタイム情報の提供 

（１）洪水・土砂災害 

■ 市町村の水防活動や避難指示等の発令、府民の自主避難の判断等に活用できるよう、雨量・水位・

河川監視カメラ画像、気象台と共同発表している洪水予報、土砂災害危険度情報等をインターネッ

ト、地上デジタルデータ放送などさまざまなメディアにより、リアルタイムで提供しています。ま

た、河川防災情報システムを障害に強く確実に防災情報を提供するために再構築しており、令和６

年４月から運用を開始しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ハザード情報の整備、公表 

（１）洪水 

■ 水防法や「災害からの安全な京都づくり条例」に基づき、京都府が管理する全 377 河川について、

洪水浸水想定区域図を見直し又は新規作成し、令和４年 10 月に公表を完了しました。さらに、令和

３年の水防法改正に基づく洪水浸水想定区域図（浸水継続時間）の作成を進めるとともに、引き続

き、浸水想定区域の周知、活用支援等を進めます。 

 

（２）土砂災害 

 ■ 土砂災害防止法に基づき、土砂災害警戒区域等を指定・公表しています。令和５年度末までに 17,319

箇所の指定が完了しており、引き続き、調査を計画的に実施します。また、既存の指定箇所につい

ても、地形変化等がないか確認し、区域の見直しに努めます。 

浸水想定区域図 土砂災害警戒区域、特別警戒区域 

雨量情報 水位情報

京都府   238 箇所 
国土交通省 24 箇所 
水資源機構 6 箇所 

京都府  109 箇所 
国土交通省 20 箇所 
水資源機構 8 箇所 
気象庁   17 箇所 
京都市   38 箇所 

京都府 131 箇所

河川監視カメラ画像 土砂災害警戒情報 
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■ 早期の避難情報の発令等を支援するため、雨量予測情報に基づき避難を促す氾濫危険水位等を基

準に到達時間を予測する「水位・氾濫予測システム」を京都大学と共同開発しています。令和５

年６月から、予測情報の一般公開や避難情報としての活用も見据え、精度や実用性を検証するた

めに予測情報を市町村・気象台に先行配信しています。引き続き、予測情報の活用に向けて関係

機関と調整を進めます。 

 

  

 

 

 

 

 

  

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

 

 

     

（２）道路情報 

■ 令和４年度に「京都府道路情報管理・提供システム」をリニューアルしたことで、地図上で直感

的な操作ができるようになり、見たい情報に早くたどり着けるようになりました。SNS を使った

積極的な情報発信にも努めています。 

 

３ 啓発・支援活動 

■ 府民の防災意識向上のため、大型商業施設等において洪水・土砂災害に関するパネル展や過去の

災害の振り返り等の啓発活動を毎年定期的に実施するほか、要配慮者利用施設の避難計画策定や

訓練への支援等も行っています。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
商業施設での啓発活動 要配慮者利用施設での避難訓練の支援 
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